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�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しと),使徒)�8:7～8　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(けが),汚)�れた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(れい),霊)�につかれた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おお),多)�くの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ひと),人)�たちからは、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(れい),霊)�が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おおごえ),大声)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(さけ),叫)�んで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(で),出)�て�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(い),行)�くし、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おお),多)�くの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(ちゅうぶう),中風)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�や�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(あし),足)�のなえた�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(もの),者)�は�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(なお),直)�ったからである。それでその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(まち),町)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(おお),大)�きな�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(よろこ),喜)�びが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(お),起)�こった。(4～5)














げつようび





かみの　こどもは


イエス・キリストの　おなまえで　いのると　こたえられます


イエス・キリストの　おなまえで　くらやみの　ちからに


　かつことが　できます。


イエス・キリストの　おなまえで　てんの　ぐんぜいと


　みつかいの　たすけを　うけます。


かみの　こどもは　インマヌエルの　しゅくふくを　


あじわって　せかいの　どこでも　ふくいんの　


しょうにんに　なります。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。かみのこどもに　してくださって


みぶんと　けんいの　しゅくふくを　くださって　ありがとうございます。


いつ　どこでも　かみのこどもの　みぶんと　けんいの　しゅくふくを


あじわわせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





わたしが　よく　つかう　ものが　あります。


わたしの　ものに　かみのこどもである


わたしの　なまえを　かきましょう。














ピリピ1:10-11　あなたがたが、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しん),真)�にすぐれたものを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みわ),見分)�けることができるようになりますように。またあなたがたが、キリストの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),日)�には�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じゅんしん),純真)�で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひ),非)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なん),難)�されるところがなく、イエス・キリストによって�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あた),与)�えられる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎ),義)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),実)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),満)�たされている�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�となり、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みさか),御栄)�えと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほま),誉)�れが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あら),現)�わされますように。








かようび





わたしたちは　せかいふくいんかの　ために


かみさまが　えらんでくださった　うつわです。（しと9:15）


かみさまは　わたしの　うつわに　なにが　はいっている


ことを　ねがって　おられるでしょうか。


わたしの　うつわに　わたしの　かんがえと　けいかくより


かんぜんな　かみさまの　みことばが　はいっていることを


ねがわれます。


わたしの　うつわに　せいれいが　いっぱいになるように


いのりましょう。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。せかいふくいんかの　ために


わたしを　えらんで　くださって　ありがとうございます。　わたしの


こころに　かみさまの　みことばを　いっぱい　いれてみます。


かみさまの　けいかくに　もちいられる　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





いま


わたしたちの　こころに　はいっている　みことばは


なになのか　かいてみましょう


































































































そして　いっしょに　おいのり　しましょう








�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そうせいき),創世記)�3:15　わたしは、おまえと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おんな),女)�との�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あいだ),間)�に、また、おまえの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しそん),子孫)�と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おんな),女)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しそん),子孫)�との�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あいだ),間)�に、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てきい),敵意)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),置)�く。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�は、おまえの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あたま),頭)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふ),踏)�み�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くだ),砕)�き、おまえは、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�のかかとにかみつく。











すいようび





サタンは　めに　みえないの　ですが　


　ちからが　つよいです。


みえない　ちからで　わたしたちを　くるしめます。


しかし　わたしの　なかに　せいれいが　はたらかれれば


サタンは　みうごき　できません。


うれしい　ときも　くるしい　ときも　いつも


イエス・キリストの　おなまえで　いのれば


もんだいは　ありません。





ちちなる　かみさま！ありがとうございます。まことの　おうである


イエス・キリストの　おなまえで　いのるとき　サタンが　はなれることを


しんじます。いつも　いのりで　サタンを　うちくだいて　しょうりさせて


ください。イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





えに　いろを　ぬって　ふきだしの　なかに


わたしの　いのりの　かだいを　かきましょう















































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イエス・キリスト！





ピリピ4:12-14　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�は、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つよ),強)�くしてくださる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かた),方)�によって、どんなことでもできるのです。それにしても、あなたがたは、よく�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こん),困)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なん),難)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わ),分)�け�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),合)�ってくれました。(13-14)








もくようび





レムナントは　せかいふくいんかの　ために


かみさまが　えらばれた　うつわです（しと9:15）


わたしは　どんな　うつわでしょうか。　


おおきな　うつわですか。ちいさな　うつわですか。


きれいな　うつわですか。きたない　うつわですか。


わたしの　うつわが　もっと　おおきく　うつくしくなって


かみさまに　とうとく　もちいられる　ように


まいにち　みことばを　もくそうして


イエス・キリストの　おなまえに　よって　


おいのりしましょう。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。わたしの　こころと　かんがえが


かみさまが　ごらんになって　うつくしくて　きれいで　かみさまが


もちいられる　よい　はたらきびとに　なれるように　いのります。


まいにち　みことばを　もくそうして　いのる　レムナントに　ならせて


ください。イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





まいにち　みことばを　もくそうする


わたしは　かみの　こどもです。


いろいろ　つかって　かいてみましょう。





マタイ6:31-33　だから、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くに),国)�とその�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎ),義)�とをまず�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だいいち),第一)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もと),求)�めなさい。そうすれば、それに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くわ),加)�えて、これらのものはすべて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あた),与)�えられます。











きんようび





「イエス・キリスト、すべての　もんだい　かいけつしゃ」と


こくはく　したのに　なぜ　わたしの　いえや　わたしには


もんだいが　かいけつ　しないのでしょう。


かんがえの　しゅじんが　「わたし」　だから　です。


イエスさまを　キリストと　しんじて　かみの　こどもに


なったなら　わたしの　おもうとおりに　かんがえて　


わたしの　ねがい　どおりに　いのれば　かみさまは


こたえて　くださいません。


かみさまは　いちばん　よい　ことを　くださる　よい


かたです。　わたしの　いのりが　かみさまが　ねがわれる


いのりなのか　かみさまに　しつもん　してみましょう。











ちちなる　かみさま！ありがとうございます。わたしの　こころと　かんがえ


どおりに　こうどうして　はなしを　しないように　いつも　イエス・キリストが


わたしの　せいかつの　しゅじんに　なりますように。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





レムナントが　いのっている　とき　かみさまは　


てんの　ぐんぜいと　みつかいを　おくって　


くださいます。きれいに　いろを　ぬりましょう





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�9:8-10　それから、パウロは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かいどう),会堂)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はい),入)�って、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さんかげつ),三か月)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あいだ),間)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(だいたん),大胆)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かた),語)�り、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くに),国)�について�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろん),論)�じて、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せっとく),説得)�しようと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つと),努)�めた。」(8)





どようび





ダビデは　あさ（しへん5:3）　よる（しへん17:3）　


ひる（しへん23:1）に　みことばを　もくそうしました。


ひつじかいの　しごとを　しながらも


ひとりで　いる　じかんに　みことばを　ふかく　


もくそうして　かみさまが　くださる　ちからを　うけました。


レムナントは　かんがえの　なかに　みことばを　いれて


かみさまが　ねがっておられる　みこころは　なにか


ふかく　もくそうする　ものです。


きょうも　もくそうを　とおして　インマヌエルの


しゅくふくを　あじわいましょう。








ちちなる　かみさま！ありがとうございます。ダビデの　ように　ていこく


いのりの　しゅくふくを　あじわって　いのる　レムナントに　


ならせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





しへんは　ダビデが　かみさまを　さんびする　ないようです。


ダビデの　ように　かみさまを　あいして


えいこうを　ささげる　ぶんしょうを　かいてみましょう


　　　　　　　　　　　　　　　











